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上
野
本
⽝
注
千
字
文
⽞
の
漢
字
音
注
記
に
お
け
る
諸
問
題

―
声
点
と
仮
名
音
注
を
中
心
に

―
鄭

門

鎬

一

は
じ
め
に

周
興
嗣
の
⽝
千
字
文
⽞
は
相
異
な
る
千
字
を
用
い
て
作
ら
れ
た
四
字
一
句
の

韻
文
で
あ
る
。⽝
千
字
文
⽞
は
長
い
間
、
漢
字
文
化
圏
及
び
周
辺
諸
国
に
文
字
の

学
習
と
い
う
学
問
的
な
側
面
、
も
し
く
は
書
道
と
い
う
芸
術
的
な
側
面
と
し
て

の
機
能
を
担
う
書
と
し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
上
野
本
⽝
注
千
字
文
⽞（
巻
子
本
一
巻
、
弘
安
十
年
（
一

二
七
九
）
書
写⚑
、
以
下
、
上
野
本
と
称
す
）
は
⽝
千
字
文
⽞
の
完
本
と
し
て
は

最
古
の
も
の
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
⽝
千
字
文
⽞
学
習
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
本
文
の
系
統
（
お
よ
び
李
暹
注
）、
加
点
内
容
、
音

注
の
書
き
込
み
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
言
及
し
て
来
た
。

最
も
早
い
の
は
尾
形
（
一
九
六
六
）
で
、
日
本
国
内
外
所
蔵
の
⽝
千
字
文
⽞

テ
キ
ス
ト
を
幅
広
く
考
察
す
る
中
で
、
上
野
本
の
よ
う
に
注
釈
付
⽝
千
字
文
⽞

が
当
時
の
知
識
層
の
間
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
山
崎
（
一
九

八
三
）は
、⽝
千
字
文
⽞附
注
本
の
注
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
で
あ
り
、敦
煌
本
・

上
野
本
よ
り
も
注
が
増
益
さ
れ
た
纂
図
附
音
本
と
比
較
を
行
っ
た
も
の
で
、
上

野
本
が
李
暹
注
本
来
の
面
目
を
比
較
的
善
く
残
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
上

野
本
の
全
体
像
を
初
め
て
公
刊
し
た
の
は
、
黒
田
（
一
九
八
二
）・
黒
田
他
（
一

九
八
九
）
で
あ
り
、
解
題
・
影
印
・
翻
刻
・
索
引
を
加
え
、
敦
煌
本
の
残
巻
の

影
印
・
翻
刻
も
付
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
小
川
（
一
九
九
七
）
は
、
千
字

文
の
成
立
過
程
、
千
字
文
写
本
の
系
統
な
ど
を
論
じ
、
そ
の
う
え
で
、
上
野
本

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。⽝
千
字
文
⽞
と
漢
字
音
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究

と
し
て
は
藤
井
（
一
九
七
四
）
が
あ
り
、⽝
千
字
文
⽞
の
本
文
千
字
を
⽝
韻
鏡
⽞

の
配
列
法
に
則
り
、
内
閣
文
庫
蔵
朝
鮮
版
⽝
千
字
文
⽞
の
ハ
ン
グ
ル
の
附
音
を

通
じ
て
、
日
本
漢
字
音
と
朝
鮮
漢
字
音
を
比
較
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
（
一
九
七

四
）
は
、
慶
長
か
ら
明
治
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
⽝
四
体
千
字
文
⽞
二
一
種
を

対
象
に
し
、
そ
の
附
音
に
着
目
し
た
。
上
田
（
一
九
八
四
）
は
上
野
本
の
紙
背

に
書
写
さ
れ
て
い
る
反
切
八
五
八
例
を
⽝
切
韻
⽞
逸
文
の
反
切
と
比
較
し
、
そ

の
反
切
注
の
特
徴
か
ら
出
典
が
菅
原
是
善
撰
の
⽝
東
宮
切
韻
⽞
で
あ
る
こ
と
を
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指
摘
し
た
。
小
川
（
一
九
九
七
）
は
韻
文
で
あ
る
⽝
千
字
文
⽞
の
押
韻
に
関
し

て
解
説
を
付
し
て
い
る
。
呉
他
（
二
〇
一
五
）
は
、
陽
明
文
庫
蔵
⽝
千
字
文
音

决
⽞
の
訓
読
法
と
漢
字
音
注
記
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
上
野
本
の
正
文
千
字

に
書
き
込
ま
れ
た
漢
字
音
注
記
の
う
ち
、
声
点
と
仮
名
音
注
に
着
目
し
、
実
例⚒

を
通
じ
て
、
注
記
の
特
徴
と
問
題
個
所
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
上

野
本
が
家
本
・
証
本
で
は
な
く
、
学
習
本
の
位
置
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
黒
田
他
（
一
九
八
九
）
で

あ
る
。

二

声
点

上
野
本
の
声
点
は
九
八
七
字
（
異
本
注
記
に
お
け
る
声
点
加
点
を
除
く
）
に

加
点
さ
れ
て
お
り
、
墨
の
圏
点
で
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
一
つ
の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
九
七
〇
字
を
対
象
に
し
、⽝
広
韻
⽞
の

声
調
体
系
と
上
野
本
の
声
点
と
の
不
一
致
の
ほ
か
、
六
声
体
系
に
お
け
る
軽
点

の
残
存
の
問
題
と
濁
声
点
の
加
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
次
に
二
つ
の
声
点
が

付
さ
れ
て
い
る
字
が
一
七
例
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

二
・
一
⽝
広
韻
⽞
の
声
調
体
系
と
の
不
一
致

⽝
広
韻
⽞
の
声
調
体
系
と
、
上
野
本
の
声
点
の
位
置
が
一
致
し
な
い
例
は
五
六

例
で
あ
り
、
不
一
致
の
原
因
が
い
く
つ
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
は
不
一

致
の
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
最
も
例
数
が
多
い
の
は
、
上
声
全
濁
字
に
去
声
点⚓
が
加
点
さ
れ
た
例

で
あ
り
、
三
九
例
が
こ
れ
に
当
た
る
。
上
野
本
に
お
け
る
上
声
全
濁
字
は
全
四

四
例
で
あ
る
が
、
上
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
例
は
、（
100
）
罪
、（
182
）
恃
、（
255
）

尽
、（
302
）
甚
の
四
例
に
過
ぎ
な
い
（
平
声
加
点
字
一
例
あ
り
）。
上
声
点
が
付

さ
れ
て
い
る
四
例
は
す
べ
て
歯
音
全
濁
声
母
字
（
従
母
・
常
母
）
で
あ
る
が
、

去
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
字
の
う
ち
、
従
母
字
が
六
字
、
常
母
字
が
四
字⚔
で
あ

り
、
上
声
点
加
点
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
共
通
的
な
要
因
は
見

ら
れ
な
い
。

上
声
全
濁
字
以
外
に
、⽝
広
韻
⽞
の
声
調
体
系
と
上
野
本
の
声
点
加
点
の
位
置

が
異
な
る
の
は
一
七
例
で
あ
り
、⽝
広
韻
⽞
に
お
け
る
四
声
分
類
に
従
う
と
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

平
声
字

（
⚑
）
天
（
去
）（
先
韻
）、（
264
）
清
（
去
）（
清
韻
）、（
950
）
暉
（
上
）（
微
韻
）

上
声
字

（
282
）
止
（
平
軽
）（
止
韻
）、（
362
）
友
（
去
）（
有
韻
）、（
393
）
守
（
去
）（
有
韻
）、（
434
）

写
（
去
）（
馬
韻
）、（
507
）
倍
（
平
）（
海
韻
）、（
890
）
垢
（
去
）（
厚
韻
）、（
891
）
想
（
去
）

（
養
韻
）

去
声
字

（
61
）
菜
（
上
）（
代
韻
）、（
176
）
忘
（
平
）（
漾
韻
）、（
399
）
意
（
上
）（
志
韻
）、（
595
）

頗
（
上
）（
過
韻
）、（
674
）
軻
（
上
）（
箇
韻
）、（
970
）
歩
（
上
）（
暮
韻
）

入
声
字

（
207
）
作
（
去
）（
鐸
韻
）

⽛
守
⽜（
有
韻
（
上
）・
宥
韻
（
去
））、⽛
頗
⽜（
戈
韻
（
平
）・
果
韻
（
上
）・
過
韻
（
去
））、
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⽛
軻
⽜（
歌
韻
（
平
）・
哿
韻
（
上
）・
箇
韻
（
去
））、⽛
作
⽜（
暮
韻
（
去
）・
箇
韻
（
去
）・
鐸

韻
（
入
））
の
四
字
は
多
音
字
で
あ
り
、
加
点
さ
れ
た
声
調
も
含
ん
で
い
る
（
多
音

字
の
声
調
の
分
類
は
⽝
広
韻
⽞
の
注
文
と
紙
背
の
反
切
下
字
の
韻
か
ら
判
断
し

た
）。と

こ
ろ
が
、
単
音
字
の
場
合
は
、
他
の
要
因
か
ら
加
点
が
行
わ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
、⽝
広
韻
⽞
の
声
調
体
系
か
ら
ず
れ
る
声
点
の
加
点
の
原

因
は
、
最
初
に
、⽝
広
韻
⽞
を
含
む
所
謂
切
韻
系
韻
書
の
基
準
と
な
っ
た
中
古
音

と
日
本
漢
音
の
母
胎
音
と
な
っ
た
長
安
音
と
の
間
に
は
時
間
的
な
間
隔
が
あ

り
、
そ
の
間
に
生
じ
た
音
韻
変
化
を
反
映
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

そ
の
他
に
、
齟
齬
が
生
じ
る
原
因
と
し
て
は
、
一
部
の
字
に
呉
音
声
調
が
混

入
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
最
初
の
字
（
⚑
）
天
（
去
）
や

（
176
）
忘
（
平
）
な
ど
の
よ
う
な
場
合
、
呉
音
資
料⚕
か
ら
実
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

れ
は
書
写
加
点
の
場
あ
る
い
は
底
本
が
寺
院
で
書
写
・
加
点
さ
れ
た
た
め
、
漢

音
資
料
で
あ
り
な
が
ら
も
、
一
部
の
字
が
呉
音
声
調
で
読
ま
れ
て
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

二
・
二

平
・
入
声
の
軽
重
点
に
つ
い
て

黒
田
（
一
九
八
二
）・
黒
田
他
（
一
九
八
九
）
に
よ
る
翻
刻
で
は
、
平
声
・
入

声
の
軽
重
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
加
点
位
置
を
詳
し
く
観
察
し
た
と

こ
ろ
、
六
声
体
系
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
漢
音
声
調
に
お
け
る
平

声
・
入
声
に
軽
声
の
区
別
を
反
映
す
る
六
声
体
系
は
院
政
期
以
降
か
ら
漸
次
消

滅
し
て
ゆ
く
と
さ
れ
、
四
声
体
系
へ
と
定
着
す
る⚖
。
加
点
の
様
相
か
ら
見
て
、

軽
重
の
混
同
に
よ
り
四
声
体
系
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
過
渡
期
の
声
調
体
系
を
反
映

し
て
い
る
。

上
野
本
に
は
、
平
軽
点
が
付
さ
れ
る
べ
き
箇
所
（
平
声
の
全
清
・
次
清
）
に

は
平
軽
点
よ
り
、平
声
点
が
多
い
。
ま
た
、入
軽
点
が
付
さ
れ
る
べ
き
箇
所（
全

清
・
次
清
・
次
濁
）
に
は
全
清
の
場
合
、
入
声
点
加
点
が
多
い
が
、
次
清
、
次

濁
は
半
々
の
割
合
で
あ
る
（
表
一
を
参
照
）。

広韻
声点

平

声

上

声

去

声

入

声

計

清濁

全清

次清

全濁

次濁

全清

次清

全濁

次濁

全清

次清

全濁

次濁

全清

次清

全濁

次濁

平

103

22

111

101

⚑

⚑

⚑

340

平軽

62

⚙

⚓

⚓

⚑

78

上

⚑

71

22

⚔

46

⚑

⚒

⚑

148

去

⚒

⚔

39

⚑

82

14

46

48

⚑

236

入軽

27

⚙

10

18

64

入

41

11

27

25

104

計

166

33

115

104

76

22

44

47

82

17

47

49

69

20

37

43

970

表
一
⽝
広
韻
⽞
の
体
系
と
上
野
本
の
声
点
加
点
の
対
応
関
係⚗

二
・
三

濁
声
点
に
つ
い
て

漢
音
の
場
合
、
濁
点
の
加
点
は
原
則
的
に
は
明
母
・
泥
母
・
疑
母
・
日
母
で

あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
上
野
本
で
は
、
濁
声
点
が
施
さ
れ
た
字
は
五
六
字
で

あ
る
が
、
四
つ
の
声
母
に
属
す
る
字
は
一
二
三
字
で
あ
り
、
半
分
に
も
満
た
な

い
字
に
濁
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
濁
声
点
加
点
の
比
率
が
低
い
の
は
、
上
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野
本
の
底
本
（
建
仁
二
年
書
写
本
、
以
下
、
建
仁
本
と
称
す
）
の
影
響
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
佐
々
木
（
二
〇
〇
六
）
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
訓
点
資
料

の
濁
声
点
加
点
の
比
率
は
学
派
・
宗
派
ご
と
に
差
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、

天
台
宗
は
濁
声
点
を
あ
ま
り
施
さ
な
か
っ
た
宗
派
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
こ

と
と
通
ず
る
。

そ
の
他
に
、
濁
声
点
加
点
字
の
中
で
、
濁
音
と
な
る
四
つ
の
声
母
に
属
さ
な

い
字
が
二
字
（（
663
）
黍
（
上
濁
）、（
957
）
晦
（
去
濁
））
存
す
る
。

各
々
書
母
、
暁
母
で
あ
り
、
全
清
声
母
に
属
す
る
字
で
あ
る
た
め
、
漢
音
形

で
は
清
音
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
二
字
を
含
む
句
を
文
選
読
み
で
読
む
場
合
、

第
一
六
六
句
⽛
我
藝
黍ㅟ

稷
⽜
は
⽛
ガ
ゲ
イ
と
わ
れ

シㅟ

ヨㅟ

シ
ヨ
ク
の
き
び
・
ひ

え
を
う
う
⽜、
第
二
四
〇
句
⽛
晦ㅟ

魄
環
照
⽜
は
⽛
クㅟ

ワㅟ

イㅟ

ハ
ク
の
つ
ご
も
り
・
つ

ひ
た
ち

ク
ワ
ン
セ
ウ
と
め
ぐ
り
て
ら
す
⽜
と
い
う
読
み
方
と
な
り
、
連
濁
と

い
う
可
能
性
も
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二
・
四

複
数
声
点
加
点
字
に
つ
い
て

最
後
に
、
二
つ
の
加
点
が
付
さ
れ
て
い
る
一
七
字
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ

の
よ
う
な
例
は
当
該
字
が
多
音
字
で
あ
る
場
合
や
、
異
本
校
勘
の
際
に
、
最
初

の
段
階
で
加
点
し
た
声
点
と
異
な
る
声
点
を
補
っ
た
結
果
、
複
数
の
加
点
が
施

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
七
例
を
⽝
広
韻
⽞
に
お
け
る
多
音
字
・
単
音

字
に
分
類
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
上
野
本
に
お
け
る
声
点
加
点
は
小

字
、⽝
広
韻
⽞
の
韻
目
は
（
○
韻
（
声
調
））
の
順
に
表
す
。

単
音
字

（
107
）
問
（
平
・
去
）（
問
韻
（
去
））
（
198
）
讃
（
平
・
去
）（
翰
韻
（
去
））

（
457
）
昇
（
平
・
去
）（
蒸
韻
（
平
））
（
516
）
富
（
去
・
入
）（
宥
韻
（
去
））

（
532
）
尹
（
上
合
・
去
）（
準
韻
（
上
））
（
562
）
乂
（
平
軽
・
去
）（
廢
韻
（
去
））

（
809
）
飽
（
上
・
去
）（
巧
韻
（
上
））
（
852
）
讌
（
平
軽
・
去
合
）（
霰
韻
（
去
））

（
882
）
牒
（
去
・
入
）（
帖
韻
（
入
））
（
933
）
並
（
上
・
去
）（
迥
韻
（
上
））

（
942
）
頻
（
平
軽
・
上
）（
真
韻
（
平
））

多
音
字

（
549
）
済
（
上
・
去
）（
薺
韻
（
上
）・
霽
韻
（
去
））

（
693
）
鑑
（
平
・
去
）（
銜
韻
（
平
）・
鑑
韻
（
去
））

（
747
）
累
（
上
・
去
）（
紙
韻
（
上
）・
寘
韻
（
去
））

（
748
）
遣
（
上
・
去
）（
獮
韻
（
上
）、
線
韻
（
去
））

（
794
）
輶
（
平
・
上
）（
尤
韻
（
平
）・
有
韻
（
上
）・
宥
韻
（
去
））

（
988
）
聞
（
平
・
去
）（
文
韻
（
平
）、
問
韻
（
去
））

以
上
の
複
数
声
点
加
点
字
の
う
ち
、⽝
広
韻
⽞
に
お
け
る
多
音
字
は
六
例
で
あ

る
が
、
異
本
校
勘
の
際
に
正
誤
の
判
断
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
合
点
を
付
す

な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
単
音
字
の
場
合
は
校
勘
の
際

に
合
点
を
付
し
て
、単
音
字
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
例
が
二
例
の
み
で
あ
り
、

九
例
に
つ
い
て
は
校
勘
の
過
程
で
合
点
を
付
し
て
い
な
い
。

単
数
声
点
が
加
点
さ
れ
た
場
合
で
も
、⽝
広
韻
⽞
と
声
調
が
異
な
る
例
が
五
六

例
存
す
る
こ
と
か
ら
、
学
習
者
が
声
点
を
加
点
す
る
段
階
に
お
い
て
は
⽝
広
韻
⽞

も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る
韻
書
を
直
接
利
用
し
て
、
声
点
と
韻
書
の
声
調
と
を

照
合
し
た
可
能
性
は
低
く
、
底
本
の
加
点
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
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三

仮
名
音
注

仮
名
音
注
は
二
一
一
字
（
異
本
注
に
施
さ
れ
た
仮
名
音
注
三
例
を
含
む
）
に

対
し
て
二
五
一
例
（
当
該
字
に
同
じ
仮
名
音
注
が
施
さ
れ
て
い
る
例
が
二
例
存

す
る
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。⽝
千
字
文
⽞
の
前
半
部
分
は
常
用
度
が
高
い
字
が
多

く
、
注
記
が
少
な
い
。
全
二
五
〇
句
の
う
ち
、
前
半
部
分
の
第
一
二
五
句
ま
で

の
注
記
は
四
〇
字
・
五
一
例
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
後
半
部
分
の
注
記
が
全

体
の
約
八
割
を
占
め
る
。
異
本
校
勘
に
よ
り
複
数
の
注
記
が
施
さ
れ
た
例
も
三

八
例
存
す
る
。

本
章
で
は
上
野
本
の
仮
名
音
注
の
音
形
に
お
け
る
特
徴
を
分
析
す
る
た
め
、

⽝
広
韻
⽞
を
基
準
に
し
て
、
仮
名
音
注
の
表
記
に
お
け
る
一
貫
性
に
注
目
す
る
。

次
は
、
個
々
の
字
に
対
し
て
漢
音
資
料
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
仮
名
音
注
に
つ
い
て
述
べ
る
。

本
題
に
入
る
前
に
、
上
野
本
の
仮
名
音
注
が
施
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い

て
簡
略
に
触
れ
て
お
く
。
上
野
本
に
お
け
る
仮
名
音
注
は
少
な
く
と
も
三
段

階
、
即
ち
①
建
仁
本
の
本
文
書
写
が
行
わ
れ
た
後
に
注
記
を
施
し
、
②
異
本
と

の
校
勘
の
過
程
で
注
記
が
補
入
さ
れ
、
③
後
代
の
人
に
よ
り
一
部
の
注
記
が
補

写
さ
れ
た
過
程
を
経
た
と
考
え
ら
れ
る
。
①
②
は
同
一
加
点
者
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
③
の
例
は
僅
か
で
あ
る
が
、
筆
跡
が
明
ら
か
に
異
な
る
上
に
、

仮
名
字
体
に
も
差
が
あ
り
、
注
記
が
行
わ
れ
た
字
と
の
間
隔
も
他
の
注
記
に
比

べ
て
近
い
。
こ
れ
ら
の
例
は
①
②
よ
り
も
時
間
的
な
隔
た
り
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
注
意
が
要
さ
れ
る
。
③
と
判
断
さ
れ
た
例
に
対
し
て
は
傍
線
を
引
い
て
区

別
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
・
一

漢
音
体
系
と
齟
齬
す
る
仮
名
音
注

上
野
本
の
仮
名
音
注
の
中
に
は
、
漢
音
と
し
て
は
明
白
に
誤
り
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
が
、こ
れ
に
は
幾
つ
か
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

沼
本
（
一
九
八
七
）
は
、
中
古
音
の
体
系
と
仮
名
音
注
を
比
較
し
、
そ
こ
か
ら

見
ら
れ
る
ず
れ
を
、
中
古
音
の
体
系
か
ら
ず
れ
る
部
分
と
個
別
的
に
ず
れ
る
部

分
と
い
う
二
つ
に
分
け
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
本
節
で
は
主
に
後
者
の
部
分

を
扱
う
。
こ
の
よ
う
な
ず
れ
が
生
じ
る
原
因
と
し
て
は
、
呉
音
の
混
入
、
諧
声

字
に
お
け
る
音
符
に
よ
る
類
推
読
み
、
字
体
の
誤
認
、
異
本
か
ら
の
移
点
に
際

し
て
漢
字
体
は
そ
の
ま
ま
で
仮
名
の
み
生
か
し
た
た
め
の
ず
れ
な
ど
、
多
様
な

原
因
を
挙
げ
て
い
る
。
上
野
本
に
も
同
様
の
原
因
に
よ
る
注
記
が
見
ら
れ
る
た

め
、
誤
り
で
あ
る
例
を
挙
げ
、
こ
の
よ
う
な
注
記
が
施
さ
れ
た
原
因
を
検
討
す

る
。
な
お
、
各
例
の
次
に
漢
音
形
を
⽛

⽜
に
囲
ん
で
添
え
て
お
く
。

（
107
）
問

モ
ン
左
⽛
ブ
ン
⽜
（
125
）
率

ソ
ツ
⽛
ス
ヰ
ツ
・
シ
ユ
ツ
⽜

（
651
）
於

ヲ
⽛
ヨ
⽜
（
782
）
摩

マ
⽛
バ
⽜

（
792
）
箱

サ
ウ
⽛
シ
ヤ
ウ
⽜
（
865
）
嫡

チ
ヤ
ク
⽛
テ
キ
⽜

（
935
）
佳

ケ
イ
左
⽛
カ
⽜

右
の
例
は
、
確
実
に
呉
音
が
混
入
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
り
、
七
例
見
ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
⽛
問
⽜⽛
於
⽜⽛
摩
⽜⽛
箱
⽜⽛
嫡
⽜⽛
佳
⽜
の
六
例
に
対
し
て
は
校
勘
を

通
じ
て
、
漢
音
形
を
付
け
加
え
て
い
る
。

次
に
、
上
野
本
に
は
本
文
校
勘
に
よ
り
、
見
消
符
号
や
異
本
注
を
付
し
た
結

果
に
よ
り
、
仮
名
音
注
が
加
筆
さ
れ
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
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（
404
）

サ
ウ
（
右
側
に
操サ
ウ
（
去
）
イ
本
）

（
485
）
涑

シ
ヨ
ク
・
シ
チ
（
合
）（
欄
上
に
漆シ
チ
（
入
））、

（
580
）
號

カ
フ
（
見
消
を
付
し
、
欄
上
に
虢
に
改
め
る
）、

（
586
）
遵

ソ
ン
・
シ
ユ
ン
左
（
右
傍
に
尊
イ
）、

（
919
）
既
（
見
消
を
付
し
、
右
傍
に
阮ケ
ン

に
改
め
る
）

（
404
）

は
⽛
コ
ヽ
ロ
ハ
セ
ヲ
⽜
と
い
う
仮
名
訓
注
の
み
で
あ
っ
た
が
、
異
本

に
依
拠
し
て
、
異
体
字
で
あ
る
⽛
操
⽜
と
仮
名
音
注
で
あ
る
⽛
サ
ウ
⽜
を
補
っ

た
も
の
で
あ
る
。（
485
）
涑
の
場
合
、
本
文
が
⽛
涑
（
心
母
・
燭
韻
）⽜
で
あ
る

た
め
、
こ
れ
に
該
当
す
る
仮
名
音
注
を
施
し
た
が
、
校
勘
の
後
に
、
異
本
の
本

文
で
あ
る
⽛
漆
⽜
の
仮
名
音
注
も
取
り
入
れ
た
た
め
に
、
複
数
の
注
記
が
併
記

さ
れ
る
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
586
）
遵
も
同
じ
よ
う
な
過
程
で
施
さ
れ

た
注
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
見
消
符
号
を
施
し
て
い
る
（
580
）
號
・（
919
）

既
は
そ
れ
ぞ
れ
（
50
）
號
・（
473
）
既
の
よ
う
に
前
出
す
る
字
で
あ
る
た
め
、
異

本
校
勘
の
後
、
本
文
を
改
め
る
と
と
も
に
、
重
複
を
避
け
る
た
め
に
見
消
符
号

が
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
に
は
、漢
音
も
し
く
は
呉
音
と
し
て
判
断
で
き
な
い
例
が
多
数
あ
り
、

そ
の
全
例
を
左
に
挙
げ
る
（⽛
⽜
内
は
漢
音
形
）。

（
89
）
推

ツ
イ
⽛
ス
イ
⽜
（
110
）
拱

キ
ヨ
・
コ
ウ
⽛
ク
ヰ
ヨ
ウ
・
キ
ヨ
ウ
⽜

（
177
）
罔

シ
ユ
⽛
バ
ウ
⽜
（
367
）
箴

カ
ム
⽛
シ
ム
⽜

（
408
）
縻

ハ
⽛
ヒ
⽜
（
478
）
聚

ソ
ウ
⽛
シ
ウ
⽜

（
507
）
倍

ヘ
イ
⽛
ハ
イ
⽜
（
543
）
孰

シ
フ
⽛
シ
ク
⽜

（
575
異
）
閑

キ
ン
⽛
カ
ン
⽜
（
584
）
盟

サ
ウ
⽛
メ
イ
⽜

（
657
）
俶

セ
キ
⽛
シ
ク
⽜
（
658
）
載

セ
イ
⽛
サ
イ
⽜

（
664
異
）
稷

ヨ
ク
⽛
シ
ヨ
ク
⽜
（
671
）
黜

火
ツ
⽛
ツ
ヰ
ツ
・
チ
ユ
ツ
⽜

（
672
）
陟

セ
フ
（
合
）
⽛
チ
ヨ
ク
⽜
（
693
）
鑑

ケ
ム
⽛
カ
ム
⽜

（
697
）
貽

タ
イ
⽛
イ
⽜
（
698
）
厥

ソ
ク
⽛
ク
ヱ
ツ
⽜

（
713
）
殆

チ
⽛
タ
イ
⽜
（
799
）
垣

ク
ワ
ン
・
ク
ヱ
ム
（
合
）⽛
ヱ
ン
⽜

（
810
）
飫

コ
⽛
ヨ
⽜
（
845
）
藍

カ
ム
⽛
ラ
ム
⽜

（
863
）
且

タ
ン
⽛
シ
ヤ
⽜
（
898
）
騾

ル
イ
⽛
ラ
⽜

（
911
）
叛

ホ
ン
⽛
ハ
ン
⽜
（
966
）
綏

ヰ
⽛
ス
イ
⽜

（
969
）
矩

キ
⽛
ク
⽜
（
979
）
矜

レ
イ
⽛
ク
ヰ
ヨ
ウ
・
キ
ヨ
ウ
⽜

（
986
）
陋

ア
イ
⽛
ロ
ウ
⽜

こ
の
よ
う
な
例
は
所
謂
⽛
百
姓
読
み
⽜
の
用
例
で
あ
り
、
字
体
の
類
似
や
音

符
に
よ
る
類
推
に
よ
り
、
学
習
者
が
任
意
に
施
し
た
注
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。（
89
）推
の
場
合
は
多
音
字
で
あ
り
、初
母
・
脂
韻
合
口（
漢
音
形
は
ス
イ
）、

透
母
・
灰
韻
（
漢
音
形
は
タ
イ
）
が
存
す
る
が
、⽛
ツ
イ
⽜
は
韻
書
に
舌
音
（
端
・

透
・
定
母
）、
止
摂
字
合
口
字
で
表
れ
る
た
め
、
適
切
な
注
記
で
は
な
い
。
し
か

し
、
写
本
で
は
手
偏
と
木
偏
の
字
体
が
多
く
混
同
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、⽛
椎
⽜
の

混
同
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
椎
は
澄
母
・
脂
韻
合
三
等
で
あ
り
、
漢
音

形
は
⽛
ツ
イ
⽜
と
な
る
た
め
、
類
形
別
字
の
混
同
に
よ
り
、
も
た
ら
さ
れ
た
誤

り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、（
367
）
箴
（
章
母
・
侵
韻
）
の
⽛
カ
ム
⽜
の
場
合
は
字
画
の
一
部
で
あ

る
⽛
咸
⽜
か
ら
の
類
推
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。（
863
）

且
の
場
合
、
字
画
の
一
部
で
は
な
く
、
全
体
の
字
体
が
⽛
旦
⽜
と
類
似
し
て
い

る
た
め
に
生
じ
た
誤
り
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、（
110
）
拱
⽛
キ
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ヨ
⽜、（
664
異
）
稷
⽛
ヨ
ク
⽜
の
よ
う
に
、
仮
名
音
注
の
一
部
の
み
を
表
記
し
た

と
考
え
ら
れ
る
注
記
も
存
す
る
。

三
・
二

撥
音
・
入
声
韻
尾
字
に
お
け
る
表
記
の
一
貫
性

以
下
で
は
撥
音
韻
尾
と
入
声
韻
尾
を
有
す
る
字
の
韻
尾
の
仮
名
表
記
が
ど
れ

ほ
ど
統
一
的
で
あ
る
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
は
、
撥
音
韻
尾
字
に
施

さ
れ
た
仮
名
音
注
の
例
を
挙
げ
る
。
呉
音
の
混
入
や
誤
写
の
例
は
省
く
。

唇
内
撥
音
韻
尾
字

（
206
）
念

テ
ム
左

（
367
）
箴

シ
ム
（
379
）
廉

レ
ム

（
537
）
奄

エ
ム
（
693
）
鑑

カ
ム
・
カ
ム
（
合
）
左

（
845
）
藍

ラ
ム
（
合
）
左

（
906
）
斬

サ
ム

舌
内
撥
音
韻
尾
字

（
107
）
問

フ
ン
（
263
）
温

ヲ
ン
（
340
）
訓

ク
ヰ
ン

（
371
）
隠

イ
ン
（
475
）
墳

フ
ン
（
529
）
磻

ハ
ン

（
542
）
旦

タ
ン
（
575
）
困

コ
ン
（
586
）
遵

シ
ユ
ン
左

（
586
異
）
尊

ソ
ン
（
591
）
煩

ハ
ン
（
594
）
翦

セ
ン

（
701
）
勉

ヘ
ン
（
745
）
欣

キ
ン
（
751
）
歓

火
ン

（
778
）
鵾

コ
ン
（
787
）
翫

火
ン
（
833
）
紈

ク
ワ
ン

（
835
）
員

ヱ
ン
（
846
）
笋

ス
ヰ
ン
・
シ
ユ
ン
（
合
）
左

（
852
）
讌

エ
ン

（
881
）
牋

セ
ン
（
911
）
叛

ハ
ン
左

（
919
異
）
阮

ケ
ン

（
925
）
鈞

ク
ヰ
ン
（
953
）
琁

セ
ン

喉
内
撥
音
韻
尾
字

（
177
）
罔

ハ
ウ
（
合
）
（
448
）
楹

エ
イ
（
496
）
卿

ケ
イ

（
568
）
寧

ネ
イ
（
584
）
盟

メ
イ
（
合
）
（
600
）
精

セ
イ

（
619
）
恒

コ
ウ
（
648
）
冥

メ
イ
（
673
）
孟

マ
ウ

（
684
）
庸

ヨ
ウ
（
689
）
聆

レ
イ
（
705
）
省

セ
イ

（
711
）
抗

カ
ウ
（
758
）
莽

マ
ウ⚘
（
783
）
絳

カ
ウ

（
791
）
囊

ナ
ウ
（
792
）
箱

シ
ヤ
ウ
（
合
）
（
800
）
牆

シ
ヤ
ウ

（
808
）
腸

チ
ヤ
ウ
（
824
）
糧

リ
ヤ
ウ
（
828
）
紡

ハ
ウ

（
848
）
床

サ
ウ
（
856
）
觴

シ
ヤ
ウ
（
874
）
顙

サ
ウ

（
888
）
詳

シ
ヤ
ウ
（
904
）
驤

シ
ヤ
ウ
（
912
）
亡

ハ
ウ

（
933
）
並

ヘ
イ
（
979
）
矜

キ
ヨ
ウ
左

（
980
）
荘

サ
ウ
左

上
野
本
の
撥
音
韻
尾
字
の
場
合
、
表
記
の
揺
れ
が
少
な
く
、
唇
内
撥
音
韻
尾

字
は
⽛
─
ム
⽜、
舌
内
撥
音
韻
尾
字
は
⽛
─
ン
⽜
で
表
記
が
安
定
し
て
い
る
。
一

一
世
紀
か
ら
唇
内
・
舌
内
韻
尾
の
音
韻
上
の
統
合
が
始
ま
る
と
さ
れ
る
が
、
上

野
本
に
は
両
者
の
混
同
例
が
認
め
ら
れ
ず
、
厳
密
に
分
け
て
い
る
。

ま
た
、
喉
内
撥
音
韻
尾
字
の
漢
音
形
は
韻
に
よ
っ
て
⽛
─
ウ
⽜
も
し
く
は
⽛
─

イ
⽜（
清
韻
、
青
韻
、
庚
韻
の
拗
音
）
と
な
り
、
例
外
な
く
整
然
と
表
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
野
本
の
学
習
の
際
に
は
、
撥
音
韻
尾
を
有
す
る
字

が
詳
細
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
く
は
、
底
本
に
用
い
ら
れ

た
建
仁
本
が
撥
音
韻
尾
字
に
お
け
る
表
記
の
区
別
を
厳
密
に
守
っ
て
い
た
時
期

の
加
点
を
引
き
継
ぎ
、
更
に
そ
れ
が
上
野
本
に
も
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。

次
は
、
入
声
韻
尾
の
表
記
が
ど
の
よ
う
に
施
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

撥
音
韻
尾
の
例
と
同
様
、
明
ら
か
な
誤
り
と
判
断
さ
れ
る
例
は
省
く
。
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唇
内
入
声
韻
尾
字

（
494
）
侠

ケ
フ
（
853
）
接

セ
フ
（
882
）
牒

テ
ウ

舌
内
入
声
韻
尾
字

（
125
）
率

ソ
ツ
（
245
）
曰

ヱ
チ
（
251
）
竭

ケ
チ
左

（
365
）
切

セ
チ
（
485
異
）
漆

シ
チ
（
635
）
碣

ケ
チ

（
671
）
黜

ツ
ヰ
チ
・
チ
（ヽ
合
）
左

（
698
）
厥

ク
ヱ
チ
（
合
）

（
836
）
潔

ケ
ツ
（
956
）
斡

ワ
ツ

喉
内
入
声
韻
尾
字

（
12
）
昃

シ
ヨ
ク
（
207
）
作

サ
ク
（
合
）
（
321
）
楽

カ
ク

（
332
）
睦

ホ
ク
（
348
）
叔

シ
ク
（
372
）
惻

ソ
ク

（
397
）
逐

チ
ク
（
485
）
涑

シ
ヨ
ク
（
510
）
轂

コ
ク

（
521
）
策

サ
ク
（
543
）
孰

シ
ク
（
合
）
（
567
）
寔

シ
ヨ
ク

（
604
）
漠

ハ
ク
（
644
）
邈

ハ
ク
（
656
）
穡

シ
ヨ
ク

（
657
）
俶

シ
ク
（
664
異
）
稷

ヨ
ク
（
672
）
陟

チ
ヨ
ク
（
合
）

（
704
）
植

シ
ヨ
ク
（
720
）
即

ソ
ク
（
728
）
逼

ヒ
チ

（
734
）
黙

ホ
ク
（
735
）
寂

セ
キ
（
755
）
的

テ
キ

（
805
）
適

テ
キ
（
818
）
戚

セ
キ
（
827
）
績

セ
キ

（
838
）
燭

シ
ヨ
ク
（
865
）
嫡

テ
キ
（
合
）
（
902
）
躍

ヤ
ク

（
907
）
賊

ソ
ク
（
910
）
獲

ク
ワ
ク
（
929
）
釈

セ
キ

（
939
）
淑

シ
ク
（
958
）
魄

ハ
ク

唇
内
入
声
韻
尾
字
の
場
合
、
三
例
の
み
で
あ
る
が
、⽛
─
フ
⽜
と
⽛
─
ウ
⽜
の

二
つ
の
形
が
現
れ
る
。
こ
れ
は
ハ
行
転
呼
音
の
影
響
に
よ
る
表
記
の
揺
れ
で
あ

ろ
う
。

舌
内
入
声
韻
尾
字
の
場
合
は
安
定
し
て
お
ら
ず
、⽛
─
チ
⽜
表
記
と
⽛
─
ツ
⽜

表
記
が
併
存
し
て
い
る
。
表
記
の
揺
れ
に
は
、
前
接
の
母
音
の
影
響⚙
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ア
段
・
オ
段
で
あ
る
場
合
は
⽛
─
ツ
⽜、
イ
段
・
エ
段
の
場
合
は

⽛
─
チ
⽜
が
優
勢
で
あ
る
。
唯
一
の
例
外
で
あ
る
（
836
）
潔
の
⽛
ケ
ツ
⽜
は
、
筆

画
が
他
の
注
記
よ
り
濃
い
こ
と
か
ら
後
代
の
補
入
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

喉
内
入
声
韻
尾
字
の
漢
音
形
は
韻
に
よ
り
⽛
─
ク
⽜
も
し
く
は
⽛
─
キ
⽜（
陌

韻
拗
音
・
昔
韻
・
職
韻
の
一
部
）
と
な
り
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
部
分
を
除

く
と
ほ
ぼ
整
然
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
唯
一
の
例
外
で
あ
る
（
728
）
逼
は
幫

母
・
職
韻
で
あ
り
（
紙
背
の
反
切
注
は
⽛
彼
側
⽜）、
漢
音
形
は
⽛
ヒ
ヨ
ク
⽜
に

な
る
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
小
川
（
一
九
九
七
）
は
、
平
安
時
代

末
ぐ
ら
い
に
は
⽛
ヒ
ツ
⽜
と
い
う
慣
用
音
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
は
⽝
千
字
文
⽞
の
学
習
に
お
い
て
、
中
国
側
注
釈
書
の
音
注
に
則
っ
た
人
為

的
字
音
を
反
映
し
て
い
る
儒
教
経
典
類
よ
り
も
規
範
性
が
弱
か
っ
た
た
め
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る10
。

三
・
三

明
母
・
泥
母
撥
音
韻
尾
字
の
声
母
表
記
の
問
題

漢
音
の
母
胎
音
で
あ
る
長
安
音
に
生
じ
た
音
韻
現
象
の
一
つ
で
あ
る
非
鼻
音

化
に
つ
い
て
は
、
夙
に
M
aspero（
一
九
二
〇
）
の
指
摘
が
あ
り
、
有
坂
（
一

九
四
〇
）
は
漢
音
資
料
の
中
で
、
撥
音
韻
尾
字
を
有
す
る
字
に
お
い
て
、
声
母

の
鼻
音
性
を
維
持
す
る
例
を
正
倉
院
蔵
⽝
蒙
求
⽞
旧
鈔
本
か
ら
挙
げ
て
お
り
、

そ
の
理
由
と
し
て
日
本
漢
音
の
母
胎
音
で
あ
る
長
安
音
を
反
映
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
上
野
本
に
も
同
様
の
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
以
下

は
そ
の
例
で
あ
る
。
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明
母

（
584
）
盟

メ
イ
（
合
）
（
648
）
冥

メ
イ
（
758
）
莽

マ
ウ

泥
母

（
568
）
寧

ネ
イ
（
791
）
囊

ナ
ウ

つ
ま
り
、
漢
音
で
は
明
母
は
⽛
バ
行
音
⽜、
泥
母
で
は
⽛
ダ
行
音
⽜
と
な
る
が
、

（
758
）
莽
の
⽛
マ
ウ
⽜、（
791
）
囊
の
⽛
ナ
ウ
⽜
の
よ
う
な
例
が
あ
り
、
呉
音
と
同

形
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
例
は
単
に
呉
音
の
混
入
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
次

濁
声
母
の
撥
音
韻
尾
字
に
お
け
る
非
鼻
音
化
は
字
に
よ
っ
て
声
母
の
鼻
音
を
残

存
さ
せ
る
字
が
あ
る
一
方
、（
206
）
念
の
⽛
テ
ム
⽜、（
912
）
亡
の
⽛
ハ
ウ
⽜
の
よ

う
に
撥
音
韻
尾
を
有
す
る
字
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
非
鼻
音
化
の
完
了
を
反
映

さ
せ
た
表
記
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上
野
本
に
は
そ
の
例
が
少
な
く
、

他
の
漢
音
資
料
か
ら
の
用
例
が
要
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
す
る
。

三
・
四

拗
音
の
直
音
化

開
口

（
517
）
車

サ

合
口

（
671
）
黜

チ
（ヽ
合
）
左
、
（
771
）
委

イ
左
、

（
919
異
）
阮

ケ
ン

（
517
）
車
の
場
合
は
、
開
拗
音
字
の
直
音
化
し
た
唯
一
の
例
で
あ
る
。

合
拗
音
字
の
場
合
、（
671
）
黜
は
⽛
チ
ヽ
⽜
の
他
に
、
合
口
介
母
の
痕
跡
を
残

す
⽛
ツ
ヰ
チ
⽜
と
い
う
注
記
も
存
す
る
。

（
771
）
委
、（
919
異
）
阮
の
よ
う
に
直
音
化
さ
れ
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
が
、

⽛
委
⽜
は
左
側
に
注
記
さ
れ
て
い
る
上
に
、
筆
跡
が
異
な
る
た
め
後
代
の
補
入
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。⽛
阮
⽜
の
場
合
は
右
傍
の
⽛
既
⽜
に
見
消
符
号
を
付
し
て

お
り
、
仮
名
音
注
は
異
本
注
を
施
し
た
後
の
補
入
と
考
え
ら
れ
る
。

三
・
五

長
母
音
表
記

（
509
）
駆

ク
ウ

最
後
に
、
上
野
本
に
お
け
る
他
の
牙
音
声
母
・
虞
（
麌
・
遇
）
韻
字
は
（
789
）

寓
⽛
ク
⽜、（
878
）
懼
⽛
ク
⽜、（
969
）
矩
⽛
ク
⽜
の
三
例
が
見
ら
れ
、⽛
駆
⽜
を
除

く
と
短
母
音
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
佐
々
木
（
一
九
八
九
・
二
〇
〇
九
）
に

よ
る
と
、
字
音
直
読
資
料
の
場
合
は
一
音
節
字
が
長
音
化
す
る
例
が
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
選
読
み
と
い
う
⽝
千
字
文
⽞
の

学
習
方
法
の
性
格
か
ら
し
て
、
字
音
直
読
と
い
う
性
格
を
も
有
す
る
た
め
の
現

象
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
上
野
本
で
は
極
め
て
異
例
で
あ
る
た
め
、
検
討
を
要

す
る
。

四

お
わ
り
に

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、上
野
本
の
声
点
と
仮
名
音
注
の
分
析
を
通
じ
て
、

本
書
の
漢
字
音
注
記
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

声
点
は
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
を
よ
く
反
映
し
て
お
り
、
ま
た
六
声
体
系
で

加
点
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
軽
点
が
か
な
り
重
点
に
移
行
し
て
い
る
こ
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と
か
ら
、
四
声
体
系
へ
と
移
っ
て
い
く
過
渡
期
の
声
調
体
系
を
反
映
す
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
濁
音
と
な
る
明
母
・
泥
母
・
疑
母
・
日
母
字
に
お
け

る
濁
声
点
の
加
点
は
四
割
に
過
ぎ
ず
、
幼
学
書
で
あ
り
な
が
ら
も
、
詳
細
な
区

別
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

仮
名
音
注
の
場
合
、
呉
音
の
混
入
、
類
推
に
よ
る
注
記
が
仮
名
音
注
の
中
の

一
割
を
越
え
、
比
較
的
に
多
い
。
し
か
し
、
撥
音
韻
尾
・
入
声
韻
尾
を
有
す
る

字
の
学
習
に
は
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
舌
内
入

声
韻
尾
の
表
記
は
安
定
し
て
お
ら
ず
、
前
接
の
母
音
の
影
響
も
存
す
る
が
、
語

形
と
し
て
は
⽛
─
チ
⽜
形
と
⽛
─
ツ
⽜
形
と
が
併
存
す
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら

れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
野
本
に
は
多
く
の
類
推
音
・
呉
音
形
が
混
用
さ
れ
て
い

る
点
、
講
義
に
関
す
る
伝
授
識
語
が
な
い
点
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
教
授
の
目
的

と
し
て
書
写
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
学
習
テ
キ
ス
ト
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
見

た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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東
京
学
芸
大
学
紀
要
⽞
二
五

中
田
祝
夫
・
林
史
典
（
一
九
八
二
）⽝
日
本
語
の
世
界
⚔
⽞、
中
央
公
論
社

沼
本
克
明
（
一
九
七
三
）⽛
唐
末
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
を
通
じ
て
見
た
る
日
本

漢
音
の
体
系
に
つ
い
て
⽜⽝
国
語
と
国
文
学
⽞
五
〇
（
二
）

沼
本
克
明
（
一
九
八
六
）⽝
日
本
漢
字
音
の
歴
史
⽞、
東
京
堂
出
版

沼
本
克
明
（
一
九
八
七
）⽛
読
誦
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入

―
蒙
求
字

音
点
の
場
合

―
⽜⽝
鎌
倉
時
代
語
研
究
⽞
一
〇

藤
井
茂
利
（
一
九
七
四
）⽛
日
本
漢
字
音
と
朝
鮮
漢
字
音

―
⽛
千
字
文
⽜
の
漢

字
を
中
心
に

―
⽜⽝
文
学
科
論
集
⽞
九

山
崎

誠
（
一
九
八
三
）⽛
本
邦
旧
伝
千
字
文
攷
⽜⽝
平
安
文
学
研
究
⽞
六
九



― 44 ―

H
enriM
aspero.1920.Le
dialecte
de
T
ch'ang-ngan
sous
les
T
'ang.

Bulletin
de
l'É
cole
française
d'E
xtrêm
e-O
rient20.

注

⚑

奥
書
に
は
⽛
弘
安
十
年
丁亥

十
二
月

日
／
於
幡
州
佐
用
郷
市
庭
書
之
也
／
本

云
建
仁
二
年
戌
壬戌

六
月
十
二
於
幡
州
書
寫
山
東
獄
房
／
書
了

載
記
勇
猛

有
五
⽜
と
し
て
お
り
、
底
本
の
書
写
の
場
は
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
る
書
写

山
圓
教
寺
と
考
え
ら
れ
る
。

⚒

実
例
の
翻
字
は
以
下
の
凡
例
で
示
す
。

・
字
番
号
は
（

）
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
表
す
。

・
異
本
校
勘
に
よ
り
、
欄
外
お
よ
び
字
の
両
傍
に
施
さ
れ
た
異
本
注
に
漢
字

音
注
が
施
さ
れ
た
場
合
は
、
校
勘
を
施
し
た
字
番
号
に
⽛
異
⽜
を
付
し
て

区
別
す
る
。

・
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
小
字
で
（
合
）
と
表
す
。

・
字
の
左
傍
に
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
小
字
で
⽛
左
⽜
と
表
す
。

⚓

上
声
全
濁
字
の
去
声
化
に
つ
い
て
は
、
沼
本
（
一
九
七
三
）、
佐
々
木
（
一

九
九
五
・
一
九
九
八
・
二
〇
〇
九
）
を
参
照
し
た
。

⚔

上
声
全
濁
字
の
う
ち
従
母
・
常
母
字
の
用
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

従
母
字

（
105
）
坐
（
131
）
在
（
373
）
造
（
386
）
静
（
478
）
聚
（
581
）
践

常
母
字

（
231
）
善
（
239
）
是
（
338
）
受
（
788
）
市

⚕

呉
音
資
料
に
関
し
て
は
小
倉
（
一
九
九
五
）
の
資
料
編
⑵
法
華
経
音
義
字

音
対
照
表
を
用
い
た
。

⚖

佐
々
木
（
一
九
九
五
・
一
九
九
八
）
は
、
平
声
・
入
声
の
軽
重
の
混
同
の

過
程
を
漢
音
資
料
で
あ
る
⽝
蒙
求
⽞⽝
群
書
治
要
⽞
を
基
に
論
じ
て
い
る
。

特
に
、
佐
々
木
（
一
九
九
八
）
は
⽝
蒙
求
⽞
の
諸
本
の
ほ
か
、
平
安
初
期

か
ら
江
戸
初
期
に
亘
る
漢
音
資
料
一
三
一
種
を
取
り
上
げ
て
、
時
代
が
下

る
に
つ
れ
、
声
調
体
系
が
次
第
に
四
声
体
系
へ
と
定
着
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

⚗

灰
色
の
枠
は
数
的
な
優
勢
を
表
し
、
太
線
で
囲
ま
れ
た
枠
は
理
論
上
の
漢

音
声
調
の
加
点
箇
所
で
あ
る
。

⚘

紙
背
に
施
さ
れ
て
い
る
⽛
莽
⽜
の
反
切
注
は
⽛
莫
補
⽜
で
あ
り
、
漢
音
形

と
し
て
は
⽛
ボ
⽜
が
期
待
さ
れ
る
。⽛
莽
⽜
は
多
音
字
で
あ
り
、⽝
広
韻
⽞

に
は
明
母
・
姥
韻
（
漢
音
形
⽛
ボ
⽜）、
明
母
・
蕩
韻
（
漢
音
形
⽛
マ
ウ
・

バ
ウ
⽜）、
明
母
・
厚
韻
（
漢
音
形
⽛
ボ
ウ
⽜）
の
三
種
の
音
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
仮
名
音
注
の
典
拠
と
な
る
底
本
と
、
紙
背
の
反
切
注
の
典
拠
と
な

る
底
本
は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

⚙

中
田
祝
夫
・
林
史
典
（
一
九
八
二
）
三
三
六
─
三
三
九
頁
。

10

佐
々
木
（
二
〇
〇
九
）
は
、
漢
籍
訓
読
資
料
の
特
徴
と
し
て
⽛
反
切
に
基

づ
く
⽛
人
為
的
漢
音
⽜
が
多
く
見
ら
れ
、
中
国
成
立
書
か
ら
引
用
し
た
反

切
・
同
音
字
注
で
字
音
を
示
す
の
を
基
本
と
し
て
お
り
、
日
本
語
化
し
た

反
切
注
・
同
音
字
注
お
よ
び
仮
名
音
注
が
少
な
い
⽜
と
述
べ
て
い
る
。
実

際
、
経
典
類
に
属
す
る
金
沢
文
庫
本
⽝
群
書
治
要
⽞
の
経
部
（
巻
第
一
か

ら
巻
第
十
ま
で
）
と
⽝
古
文
孝
経
⽞
諸
本
に
は
、⽛
逼
⽜
の
異
体
字
で
あ
る

⽛
偪
⽜に⽛
ヒ
ヨ
ク
⽜を
施
し
て
い
る
の
も
人
為
的
漢
音
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

⽝
千
字
文
⽞
の
場
合
は
李
暹
注
を
介
在
す
る
も
の
の
、
上
野
本
の
割
注
は
専
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ら
内
容
的
な
面
に
関
わ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
上
野
本
の
紙
背
の
反
切

注
は
、
伝
授
・
学
習
な
ど
の
段
階
で
、
当
該
字
の
反
切
注
を
韻
書
な
ど
か

ら
検
索
し
て
補
写
し
た
か
、も
し
く
は
反
切
注
が
補
わ
れ
て
い
た
他
の⽝
千

字
文
⽞
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
可
能
性
が
高
い
。
反
切
注
と
仮
名
音
注
の
間

の
齟
齬
が
多
く
な
っ
て
い
る
原
因
も
複
数
の
底
本
が
利
用
さ
れ
た
た
め
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（

ち
ょ
ん

む
の
・
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）




